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１ はじめに  
全環研酸性雨広域大気汚染調査研究部会では， 

フィルターパック法（ＦＰ法）による乾性沈着調査を実施

している。今回，アンモニアガス(NH3)，粒子(NH4
+)濃度

の 2003～2014 年度の長期変化について検討した。 
２ 方法  

対象地点は札幌北(北海道)，新潟曽和(新潟)，加須

(埼玉)，豊橋(愛知)，神戸須磨(兵庫)および太宰府(福
岡)である。ＦＰ法での観測は概ね毎年全国 30 地点程

度で実施されているが，今回は全期間を通して継続し

ている 6 地点の結果を用いた。採取は 1 週間または 2
週間単位で実施された。本報告の図表は 13 ヶ月移動

平均で表した。 
３ 結果と考察  

図 2にNH3濃度長期変化を示す。太宰府では 2006
年に濃度上昇が見られた。一方，加須，豊橋では特

に 2010 年以降に減少幅が大きく，太宰府でも 2010
年以降は急激に減少した。NH3最大の発生源である

畜産は乳牛頭数の全国的な減少が続いており，NH3

濃度低下の一つの要因として挙げられる。しかし，

札幌や神戸須磨など都市の地点では畜産地帯から遠

く，こうした地点では，都市部の NH3の発生量減少

要因があると考えられる。例えば自動車排ガスの減

少や廃掃法による廃棄物焼却規制強化など全国共通

の社会的現象により NH3 発生量が低下したことも

考えられ，検討が必要である。 
図 3 に NH4+粒子濃度長期変化を示す。札幌北と

新潟曽和ではほぼ横ばい状態が継続している。太宰

府，神戸須磨，加須，豊橋では 2006～2009 年に濃

度低下が見られ，加須，豊橋ではその後の大きな濃

度上昇は見られない。一方，2012 年頃からは太宰

府と神戸須磨では大きく上昇した。  
このように，NH3濃度は全般的に減少しているも

のの，NH4+は地点により異なる傾向を示し，その要

因検討のため，図 4 で(NH4+)/(NH3＋NH4+)の長期

変化を検討する。2004 年には各地点とも 0.3～0.4
であり加須，豊橋では全期間 0.3～0.4 で横ばいで

推移した。これはこの両地点においては NH3 と

NH4+の増減が一致しており，地域での NH3 の減

少とそれに伴う NH4+の減少とみることができる。

一方，2010 年頃から神戸須磨，太宰府，新潟曽和

で上昇し，2013 年には 0.5～0.6 となった。西日本

では近年 NH4+濃度が上昇しており国内発生以外

に越境汚染の寄与も検討すべきである。札幌北で

は 2006 年から一貫して上昇し，2012 年には 0.6
となった。これは特に近年 NH3 の減少度合いが

大きいことを示しており，札幌特有の要因の可能

性もある。 
本結果は全国的な NH3 濃度の減少を強く示唆

しているが地点数が少なく，地域ごとの傾向を検

証するには不十分である。今後パッシブサンプラ

ーなどより多地点の情報を収集し検討を行う。 
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図２ NH4+粒子濃度長期変化(nmol/m3） 
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図３ (NH4+)/(NH3＋NH4+)の長期変化 
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１ はじめに 全環研酸性雨広域大気汚染調査研究

部会では，2009 年度から小川式パッシブサンプラー（Ｏ
式法）によるアンモニア全国調査を開始した。今回，

2013年度の結果について報告する。 
２ 方法 Ｏ式法は THE OGAWA SAMPLER として
欧米でも用いられる方法で，他の方法と比較することな

く濃度の算出が可能である。調査は全国 28 地点(図１)
で実施し，採取は原則１ヶ月としている。 
３ 結果と考察 図 2 に全国を６つの地域に区分し

た 2013 年度の地域毎のアンモニア濃度平均値を示

す。なお東部から畜産の影響を受けて濃度の極端に

高い旭，銚子，香取地点を除いた。北部で 1 ppb を

下回り最も低く，中央部で 7 ppb を超えて最も高か

った。例年同様に北部で低い傾向であった。地点別

年平均値では利尻 0.3 ppb から旭 107 ppb の範囲で

あり，周囲の畜産の影響を受ける地点で濃度が高か

った。 
 図 3 に各地域平均値の経月変化を示す。EJ は千

葉県の畜産の影響を受ける 3 地点を含むため年を通

じて濃度が高かった。ついで CJ でも年を通じて濃

度が高く，季節変化は見られなかった。SW は 8 月

にピークを持つ明瞭な変化があり，周囲の発生源と

風向との関係が示唆される。 
 図 4に，同一地点でのフィルターパック法(ＦＰ法)
によるアンモニア濃度年平均値とＯ式法によるアン

モニア濃度年平均値の比較結果を示した。5ppb 程度

まではＦＰ法，Ｏ式法で値はよく一致していた。し

かし，10ppb を超える大里や香取ではＯ式法よりＦ

Ｐ法濃度が高く，Ｆ0 ろ紙からの再揮散なども考え

られる。また，名古屋南ではＯ式法がＦＰ法の 3 倍

程度あり，こうした差異のある地点も見られた。 
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 図 2 地域毎アンモニア濃度平均値(2013 年度，ppb） 

図１ 対象地点 

図 4 ＦＰ法とＯ式法の比較(2013 年度,ppb) 図 3 各地域毎平均値の経月変化 
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